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論文内容要旨
 1自的
 腎移植のための腎保存は,浸漬保存,潅流保存が主流をなしている。潅流保存は,細胞外液電
 解質組成を中心とした液で,3000認/hr前後の流量で潅流しているものが殆んどを占めている
 が,私は浸漬保存液として用いられている細胞内液類似電解質組成のコリンズ液を変法した液
 (M.G、S、)を基調とし,犬血清添加,潅i流液の酸素化を行い,30～150説/hrの流量で,4℃下
 に120時間迄の保存を行い,この方法で腎保存が可能か否かを実験した。又,保存中は,潅流液
 のサンプリングを行い,保存腎の酸素消費量,逸脱酵素等を測定し,保存腎のviabilityとの相
 関を調べた。
 n実験方法
 潅流液:M.C.S.に犬血清20%を添加した液(Na36mM,K76mM,Mg7mM)
 保存条件:温度4℃,潅流量30～150説/hr,保存時間48～120時間,酸素化した群は,
 HOI。1、OWFIBERを酸素化装置として用いた。
 3,成績判定二保存腎の酸素消費量(動・静脈間酸素分圧差AVDO2より求めた。)逸脱酵素
 (LDH,GOT,GPT)乳酸,ピルビン酸の経時的変化とviabilityとの相関を検討した。保存前
 後の腎重量変化を検討した。保存腎の自家移植後の生検を行い,組織学的検討を行った。保存腎
 の自家移植後,経時的に血清クレアチニンを測定し,ほゾ自家移植前の値となったものを生着犬
 と判定した。
皿実験成績
 1.保存腎自家移植による腎の生着の成績
 aコントロールとしてMGSのみで浸漬保存した群では,24時間保存群で50%の生者があ
 ったが,48時間保存群では生着犬は得られなかった。
 bMCSにて液の酸素化を行わず,30,60説/hrの流量で権流保存した群では,48時間保
 存では生着は得られなかった。
 cMCSに犬血清20%を加え,液の酸素化を行わずに潅流保存した群では,30認/hrの
 流量で48時間保存群で62%の生着があったが,72時間保存群では生者犬は得られなか
 った。60説/hrの流量で72時間保存群では40%の生肴が得られた。
 dMOSに犬血清20%を加え,液の酸素化を行い,150説/hrの流量で潅流保存した群
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 では,72時間保存群で,自家移植時,23℃のMCSで加温した群は,25%の生着であっ
 たが,特に加温しなかった群では100%の生着が得られた。120時間保存群では,2頭中1
 頭の生着犬が得られた。
 2.保存中の潅流液の分析
 a酸素分圧,酸素消費量:MGSに犬血清を加えた液で60説/hrの流量で酸素化しない群
 のAVDO2は,保存中平均100朋Hgであり,150説/hrの流量で,酸素化して潅流した群
 のAVDO2は,平均250㎜Hgであった。(37℃で)
 これらのAVDO2より,4℃における腎組織19,1分間の酸素消費量を計算すると,酸
 素化を行わず,60説/hrの流量で潅i流した群は,1,5×10-4説02/痛風grであり,同じ
 流量で酸素化した群は,6×10-4説02/min・gr・であり,150認/hrの流量で酸素化した
 群は,12.6×10-4説02/min・gr・であった。
 b潅流液中の逸脱酵素,乳酸,ピルビン酸値の変化:何れの保存条件でも,微量な値で,経
 時的変化も少く,viabihtyとの相関もみられなかった。
 c保存前後の腎の重量変化:保存条件による重量増加率の大きな差はみられなかったが,数
 パーセントから40%前後であり,viabilityとの相関はみられなかった。
 d組織学的検討:保存時間の延長と共に,全体の変化が進行する中で,糸球体の変化,間質
 の浮腫,尿細管上皮の変性の順に障害の程度が大きくなっていた。150説/hrの流量で酸素
 化した群は組織学上は全体的にひどかったが,生着率は伸びていた。
 IV考按,まとめ
 低流量潅流法による腎保存の報告は,Ackermann,Herrmannの2名がみられ,約30時間保存
 迄の成功があるだけで,その後の報告はみられていない。私は,MGSに,犬血清20%を添加
 した液を用い,潅流液の酸素化を行うことにより,150侃/hrの流量で,4℃下で潅流保存した
 結果,72時間保存群で,自家移植時に加温しなければ,100%生着し,同一条件での120時
 間保存群では,2頭中1頭の生着太を得ることが出来た。
 私の用いた,低温低流量潅流方法は,操作も容易で,安全な方法であり,今後,他の目的の実
 験でも,或は,臨床上にも腎移植のための腎保存方法として利用されうる方法と思われ,独創的
 なものであると思われます。
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 審査結果の要旨
 人工透析で生命を維持している腎不全の患者は年々増加している。こういつた患者を完全に社
 会復帰させるためには腎移植が必要で,飛躍的に腎移植症例をのばすためには,屍体腎移植の普.
 及が重要となる。屍体腎移植を完全なものにするためには,抗免疫療法や組織適合検査の充実な
 どもあるが,摘出された腎保存を確実に簡便に行いうることが必要である。本研究は,従来行な
 われている3000認/時の高流量潅i流保存の欠点である潅流液の変性,血管壁の機械的障害をな
 くし,又,潅流を行わない浸漬保存の欠点である酸素及び栄養時の.不足を除き,4℃下で組織
 が要求する必要十分な潅流量を供給する低流量潅流で腎保存を行うことを目的として,種々の条
 件で潅流を行い検討している。本研究に使われている催流液は細胞内液に似たCollins液に犬血
 清を加えたものを用いており,Na36mEq/L,K76mEq/L,C134mEq/しである。細
 胞液及び細胞外液とも異なり,その中間に位置するもので,従来の報告に見ない独自の組成であ
 る。
 その結果,150雇/時の酸素化した潅流液を流すことにより,十分な酸素が供給され,且つ
 腎組織よりの逸脱酵素が少なく,昭々理想的な潅i流がなされていることを証明している。同時に
 この方法で保存した腎を自家移植し,移植前にpre-warmingしない72時間保存した3頭全例に
 十分な腎機能を得,120時間保存腎でも2頭中1頭は,やや腎機能の低下をみたが,保存腎の
 みで生命を維持することが出来得た。本研究は72時間に100%の腎保存に成功しており,更
 に120時間の腎保存にも一部成功しており,安定した確実な方法を確立し得たものと考えられる
 る。
 以上の結果よりこの腎保存法は,臨床的にも充分に用い得るものと考えられ,屍体腎移植の普
 及発展に資するところが大きい。よって学位授与に値するものと認める。
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